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 古来、羊毛は繊維の王といわれてきました。その理由は深遠にして複雑な構造を持ち、

複数の機能を同時に兼ね備えていることにあります。羊毛は長年解明できない謎を秘め

ていました。クリンプとはっ水性の原理がその代表的なものですが、この原理を含む最

新の知見を盛り込むため、この書籍は生まれました。広く羊毛関係者に役立つことを期

待しています。 
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